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生
活
を
す
る
上
で
必
ず
出
て
く
る

ご
み
。
そ
の
量
は
市
全
体
で
年
間
約

3
万
２
０
０
０
t
。
年
間
で
一
人
当
た

り
１
日
約
１
㎏
の
ご
み
を
出
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）※

17
の
目
標
の
う
ち
、
12
に
あ
た
る

「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」
で
は

「
2
0
3
0
年
ま
で
に
、
廃
棄
物
の
発
生

防
止
、
削
減
、
再
生
利
用
及
び
再
利
用

に
よ
り
、
廃
棄
物
の
発
生
を
大
幅
に
削

減
す
る
」「
2
0
3
0
年
ま
で
に
小
売
・

消
費
レ
ベ
ル
に
お
け
る
世
界
全
体
の
一

人
当
た
り
の
食
料
廃
棄
を
半
減
さ
せ
、

収
穫
後
損
失
な
ど
の
生
産
・
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
を
減
少

さ
せ
る
」
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

製
造
者
側
や
消
費
者
側
の
廃
棄
物
へ
の

責
任
の
あ
り
方
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

ご
み
の
処
理
に
は
た
く
さ
ん
の
手
間

と
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
ご
み
を
出
す

私
た
ち
が
減
量
に
関
心
を
持
ち
、
少
し

工
夫
を
加
え
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
負

担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
み

の
処
理
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。

※
S
D
G
s
と
は「Sustainable D

evelopm
ent 

G
oals

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」の
略
称
。

2
0
1
5
年
9
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
さ
れ
、
国
連
加
盟
1
9
3
カ
国
が

2
0
1
6
年
か
ら
2
0
3
0
年
の
15
年
間

で
達
成
す
る
た
め
に
掲
げ
た
目
標
を
指
す
。

ご
み
と
向
き
合
う
。未
来
へ
続
く
。

—

減
量
の
ス
ス
メ—

特　集
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　本市は令和 2 年度までにごみ排出量の 20％削減（対平成 20 年度比）を目標にしています。今回は
平成 30 年度の状況についてお知らせします。　　

  
み
ん
な
で
取
り
組
も
う『
３
R
』

　

３
Ｒ
は 
R
e
d
u
c
e
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
R
e
u
s
e
（
リ
ユ
ー
ス
）、

R
e
c
y
c
l
e
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
３
つ
の
Ｒ
の
総
称
で
す
。
一
人

一
日
１
g
の
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
、
市
全
体
で
年
間
収
集
車
約
19
台

分
の
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
3
R
推
進
運
動
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
量
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
こ
と

●
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
無
駄
な

包
装
は
断
る

　

レ
ジ
袋
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
、
焼
却
の
際
に
温
室
効

果
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
自
然
界
で
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
に
分
解
さ
れ
た
場
合
も
、

私
た
ち
の
生
活
や
生
態
系
に
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
環

境
に
や
さ
し
い
生
活
の
第
一
歩
と

し
て
、
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

※
マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
す
。
詳
細
は
19
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
生
ご
み
を
捨
て
る
前
に
ひ
と
し

ぼ
り
！

　

生
ご
み
は
そ
の
８０
％
が
水
分

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
捨
て
る

前
に
ギ
ュッ
と
絞
る
こ
と
に
よ
り
、

ご
み
の
処
理
量
と
処
理
費
用
を

削
減
で
き
ま
す
。

●
実
は
大
切
！
購
入
前
に
考
え
る

　

購
入
前
の
わ
ず
か
な
時
間
で

も
結
果
と
し
て
ご
み
の
減
量
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　

ず
っ
と
保
管
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
、
い
ず
れ
何
ら
か
の
形

で
処
分
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

も
の
を
購
入
す
る
際
に
は
、
そ

れ
が
本
当
に
必
要
な
の
か
少
し

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
場
に
流
通
し
て
い

て
も
、
家
庭
ご
み
と
し
て
収
集

で
き
な
い
も
の
も
あ
る
た
め
、

リ
デ
ュ
ー
ス

R
e
d
u
c
e

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

20
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

28
年
度

29
年
度

30
年
度

34,936
32,397 31,915 32,27232,197 31,99832,128

■清掃活動によるごみなど　
■事業系ごみ
■家庭系ごみ（集団回収含む）

（単位：t）

リサイクル量
（集団回収含む）

3,667t

新聞・雑誌
1,524t

その他金属
571t

段ボール
554t

ビン
366t

トレイ
228t

ペットボトル　222t
紙パック　16t

アルミ 123t 古布　63t

ごみ排出量
32,272t

燃えるごみ
15,682t

持ち込み
（事業系）

9,374t

資源物
1,969t

持ち込み
（家庭系）

2,618t

集団回収  1,380t 燃えないごみ・粗大ごみ
1,249t

数字で見るごみの状況

【ごみ排出量】

【リサイクル量】（集団回収含む）【ごみ排出量の推移】（経年）

■ごみの排出量
　ごみ排出量は3万2,272t（市民一人当たり約311kg）であり、20
年度と比較すると7.6％減少しています。

■ごみ処理にかかる経費
　ごみ処理経費は 11億 4,220 万円で、市民一人当たり1万 1,024
円の費用が掛かっています。ごみ処理経費の一部には、指定袋の
販売収入が使われています。

■リサイクルの状況
　リサイクル量は 3,667t、リサイクル率は 11.4%でした。その内、
子ども会などが主体となって実施している集団回収は 1,380t で、全
リサイクル量の 37.6％を占めています。
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３
Ｒ
に
は
多
種
多
様
な
方

法
が
あ
り
、
上
記
で
紹
介
し

た
内
容
は
各
家
庭
で
可
能
な

こ
と
の
代
表
例
で
す
。
中
に

は
環
境
だ
け
で
な
く
、
お
財

布
に
も
や
さ
し
い
方
法
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、

既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
方
は

継
続
と
と
も
に
周
囲
の
方
に

お
伝
え
を
、
初
め
て
の
方
は

実
践
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
を
購

入
す
る
際
で
も
、
処
分
す
る
と

き
の
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
一
度
使
っ
た
も
の
を
ご
み
に
せ
ず

繰
り
返
し
使
用
す
る
こ
と

●
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容
器
に
入
っ
た

製
品
を
選
び
、
使
用
後
は
リ

ユ
ー
ス
回
収
に
出
す　

　

シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
な
ど
の

消
費
材
は
補
充
し
、
ボ
ト
ル
を
繰

リ
ユ
ー
ス

R
e
u
s
e

り
返
し
使
う
こ
と
で
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
消
費

か
ら
発
生
す
る
ご
み
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
利

用
し
、
物
の
再
使
用
に
努
め
る

　

自
分
に
と
っ
て
は
い
ら
な
い
も

の
で
あ
っ
て
も
、
人
に
よ
っ
て
は

必
要
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

使
い
終
わ
っ
た
も
の
を
資
源
に
戻

し
て
有
効
利
用
す
る
こ
と

●
小
型
家
電
回
収
で
貴
重
な
金

属
を
再
資
源
化

　

小
型
家
電
に
は
、
金
・
銀
・
銅
・

レ
ア
メ
タ
ル
（
希
少
金
属
）
な
ど

リ
サ
イ
ク
ル

R
e
c
y
c
l
e

の
有
用
な
金
属
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
金
属
の
再

資
源
化
を
目
的
に
左
記
の
３
施

設
に
小
型
家
電
の
無
料
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
回
収
場
所
】

 

■
市
役
所
１
階

 

■
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
栄
町
１

－

８
）

 

■
石
橋
プ
ラ
ザ（
石
橋
２

－

１

－

１
）

【
回
収
対
象
品
目
】

携
帯
電
話
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

ラ
ジ
オ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

電
子
辞
書
、
時
計
な
ど

※
回
収
品
に
登
録
さ
れ
て
い
る

個
人
情
報
は
あ
ら
か
じ
め
自
己

責
任
で
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

一
度
投
入
さ
れ
た
も
の
は
返
却

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
回
収
時

間
は
各
施
設
の
開
館
（
開
庁
）

時
間
に
準
じ
ま
す
。

●
水
銀
含
有
廃
棄
物
を
適
正
に

処
理

　
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」

の
採
択
に
伴
う
関
係
法
令
の
改

正
・
施
行
を
受
け
、
本
市
で
も
、

蛍
光
管
や
電
池
類
な
ど
の
水
銀

含
有
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を

促
進
す
る
た
め
、
市
役
所
１
階

に
無
料
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
水
銀
含
有
廃
棄
物

は
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
ペ
ー
ル
缶
で
密

３
R
推
進
を 

―
環
境
政
策
課
か
ら
―

閉
し
、
専
用
の
工
場
へ
運
ん
だ

後
、
水
銀
を
取
り
出
し
て
再
利

用
す
る
な
ど
適
正
な
処
理
を
し

て
い
ま
す
。

※
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の

が
回
収
対
象
で
す
。

ぜ
ひ
可
能
な
範
囲
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
ご
家
庭
の
ご
み
か

ら
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？
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 　「処分の仕方が分からない…」といったご相談や分別を間違えやすい物品について、その処分方法を
お知らせします。 J 業務センター ☎ 752・5580

？
■ スプレー缶
　内容物が残っている場合は不要
な布や紙に噴きつけて出し切り、ス
プレー缶本体は穴を開けて「空き缶・
空きびん」の日にバケツやカゴなど
の容器で排出してください。内容物が付着した布や紙と
プラスチック製のフタは「燃えるごみ」の日に排出してく
ださい。
※噴出口が破損しているなどの理由で上記の方法が実　
施できない場合は、業務センターにご相談ください。

■ 湿気取り剤
　内容物とプラスチック容器は
内容物と一緒に「燃えるごみ」
の日に、金属製容器は「空き缶・
空きびん」の日にバケツやカゴなどの容器でそれぞれ排
出してください。

■ 食用油
　不要な布や紙に染み込ませるか、専用
の処理剤を使って固めた状態で「燃える
ごみ」の日に排出してください。

■ カップ類
　食品や飲料が入っていた
カップ類は、汚れを取り除き水
洗いして乾燥させた後、中身が見える透明または半透
明の袋に入れて、「トレイ類」の日に排出してください。
　ただし、汚れがひどいものや紙製のカップ類は、「燃
えるごみ」の日に排出してください。

■ シャンプー・リンス などのボトル
　ボトル本体は汚れを取り除き水
洗いして乾燥させた後、中身が
見える透明または半透明の袋に
入れて「トレイ類」の日に排出し
てください。キャップやポンプの部分は、「燃えるごみ」
の日に排出してください。

■ 本、雑誌
　資源ごみで排出してください。やむを得ず「燃えるごみ」
として排出する場合は1枚 1枚バラバラに。紙はまとま
ると燃え切らずに残ってしまいます。

■ 植木の剪定枝
　太さ 3cm、長さ 30cm 以内にして「燃えるごみ」の
日に排出してください。大きすぎると焼却炉の入り口を
塞ぎ、ごみ処理を停止させる原因になります。

これ、どう捨てる？

これらの家電はリサイクルへ
　家電４品目（テレビ / エアコン / 洗濯機・衣類乾燥機 / 冷蔵庫・冷凍庫）

家庭用パソコン（デスクトップパソコン（本体）/ノートパソコン/CRT（ブラウン管）ディスプレイ/ 液晶ディスプレイ）

　購入した販売店に引き取り依頼を。買い替えの場合は、その店舗に引き取り依頼してください（販売店が分からない、
領収書や保証書などの書類の紛失、または販売店が廃業していた場合などを除く）。

　販売店による引き取りができない場合は、お近くの郵便局で家電リサイクル料金を支払って「家電リサイクル券」を受け
取り、対象機器を指定引取場所まで、本人または市の収集運搬許可業者に依頼して、搬入してください。収集運搬許可
業者に依頼する場合は、別途、収集運搬料金が必要となります。　
※家電リサイクルについての詳細は、（一財）家電製品協会家電リサイクル券センター70120・319・640か同セ
ンターホームページをご覧ください。また、収集運搬料金については、各業者によって取り扱いが異なります。各業者の
連絡先は環境政策課 ☎ 754・6240へお問い合わせください。

【指定引取場所】　日本通運㈱大阪北支店豊中事業所（豊中市服部西町５－１８－１、☎ 06・6862・1423)
　　　　　　　　受付時間：月～土曜日 午前９時～正午、午後１時～５時（祝・休日を除く）

　メーカーが回収してリサイクルしています。各メーカーにお問い合わせください。自作のものや回収するメーカーが存在
しない場合は、（一社）パソコン３Ｒ推進協会 ☎ 03・5282・7685へお問い合わせください。
※ノートパソコンは「小型家電回収ボックス」で無料回収が可能です（P.4 参照）。

IKEDA12_1114_CS6.indd   5 2019/11/20   15:06



2019.12　広報いけだ　　67　　2019.12　広報いけだ

　

本
市
で
は
平
成
2４
年
度
か
ら
「
燃
え
る
ご
み
」「
粗
大
ご
み
・
燃
え
な
い
ご
み
」

を
全
量
有
料
化
し
て
、
市
指
定
の
家
庭
ご
み
用
指
定
袋
と
粗
大
ご
み
処
理
券
を
使

用
し
て
ご
み
を
排
出
し
て
い
た
だ
く
「
指
定
袋
制
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q1
指
定
袋
制
は
な
ぜ
必
要
な
の
？

A
ご
み
焼
却
量
の
増
加
は
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
焼
却
炉
の
稼
動
時
間

や
ご
み
処
理
費
用
の
増
大
に
つ
な
が
る
た

め
、
市
内
の
ご
み
の
減
量
化
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
発
生
し
た
ご
み

焼
却
灰
な
ど
は
、
最
終
処
分
場
（
埋
め
立

て
地
）へ
運
ば
れ
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
最
終
処
分
場
で
は
ご
み
焼
却
灰
な
ど

の
受
け
入
れ
可
能
量
が
限
界
に
近
づ
い
て

い
ま
す
。

　

増
加
傾
向
に
あ
る
家
庭
ご
み
の
排
出
を

抑
制
す
る
た
め
、
ご
み
処
理
費
用
の
一
部

を
市
民
の
皆
様
に
も
ご
負
担
い
た
だ
く
本

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q2
指
定
袋
制
だ
け
で
ご
み
減
量
は

で
き
る
の
？

A
生
活
す
る
上
で
消
費
活
動
は
不
可
欠

で
あ
り
、
ご
み
は
必
ず
出
ま
す
。
そ
の
た

め
、
本
市
で
は
再
資
源
化
で
き
る
も
の
は

分
別
収
集
を
行
う
な
ど
の
「
ご
み
と
し
て

燃
や
し
て
し
ま
う
も
の
を
減
ら
す
」
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

資
源
物
の
保
管
場
所
や
財
政
状
況
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
る
中
で
、
で

き
る
限
り
ご
み
焼
却
量
を
減
ら
す
た
め
に

は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

Q3
指
定
袋
や
粗
大
ご
み
処
理
券
の

代
金
は
何
に
使
わ
れ
て
い
　
　

る
の
？

A
皆
様
が
お
支
払
い
さ
れ
た
指
定
袋
と

粗
大
ご
み
処
理
券
の
代
金
（
ご
み
処
理
手

数
料
）は
、
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
な
ど
の
環
境
に
関
わ
る
各
種
施
策
の
財

源
の
一
部
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

業
務
セ
ン
タ
ー
で
は
家
庭
ご
み
の

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q1

祝
日
や
悪
天
候
で
も
収
集
し
て

い
る
の
？

A
毎
年
広
報
い
け
だ
３
月
号
と
一
緒
に
配
布

し
て
い
る
ご
み
収
集
日
程
表
に
記
載
さ
れ
た

日
程
で
、天
候
を
問
わ
ず
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
強
大
な
台
風
な
ど
に
よ
り
収
集

員
の
安
全
確
保
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
収
集
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Q2
収
集
車
は
い
つ
来
る
の
？

A
収
集
車
は
午
前
９
時
頃
に
業
務
セ
ン

タ
ー
を
出
発
し
、
市
内
各
地
域
を
回
っ
て
い

ま
す
。
当
日
に
収
集
量
や
収
集
ル
ー
ト
を
変

更
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
各
地
点
を

通
過
す
る
時
間
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
ご
み
は
必
ず
当
日
の
午
前
９
時
ま

で
に
所
定
の
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Q3
ご
み
が
収
集
さ
れ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
？

A
主
に
考
え
ら
れ
る
理
由
は
、「
午
前
９

時
ま
で
に
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
な
い
」「
分
別
・

排
出
方
法
に
誤
り

が
あ
る
」
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
分
別
・

排
出
方
法
に
誤
り
が

あ
る
場
合
は
、
出

さ
れ
て
い
る
袋
や
物

品
に
下
記
の
シ
ー
ル

を
貼
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
当
日
の
午
前
９
時
ま
で
に
出
し
、　

同
シ
ー
ル
も
貼
っ
て
い
な
い
状
態
で
午
後
４
時

頃
ま
で
収
集
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お
手
数

で
す
が
業
務
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Q4
燃
え
る
ご
み
が
動
物
に
荒
ら
さ

れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
？

A
本
市
で
は
年
間
を
通
し
て
カ
ラ
ス
や
猫

な
ど
の
鳥
獣
に
よ
る
ご
み
散
乱
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
出
す
ご
み
は
大
き
な
ふ

た
付
き
の
ご
み
箱
に
入
れ
る
な
ど
の
自
衛

策
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
環
境
を
清
潔
に
保
つ
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
適
正
な
ご
み
排
出
・
ス
ム
ー
ズ
な
ご

み
収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
末
の
燃
え
る
ご
み
の
収
集
は
、
月
・

木
曜
日
の
収
集
地
域
は
12
月
30
日（
月
）

ま
で
、
火
・
金
曜
日
地
域
は
12
月
31
日

（
火
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年
始

の
１
月
６
日
（
月
）
～
１
月
31
日
（
金
）

は
ご
み
の
収
集
日
が一
部
地
域
で
変
わ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
本
誌
と
併
せ
て
配
布
す
る
「
ご
み

収
集
・
処
理
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

J
業
務
セ
ン
タ
ー
☎
７
５
２・５
５
８
０

年
末
年
始
の

ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て

▲「収集できません」シール

ごみ収集

家庭ごみの指定袋制度

Q＆A ごみについてのよくある質問にお答えします

▲粗大ごみ処理券と指定袋
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設
置
目
的
や
機
能

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
一
般
家
庭
ご
み
を

最
終
的
な
埋
め
立
て
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
減
容
化
、
無
害
化
、
無
臭
化
な
ど
の

中
間
処
理
を
行
う
施
設
で
す
。
当
施
設
で
は
、

粗
大
・
不
燃
ご
み
を
破
砕
し
、
資
源
化
で
き
る

も
の
を
分
別
し
た
後
、
可
燃
ご
み
は
焼
却
し
、

不
燃
物
と
と
も
に
、
大
阪
湾
圏
域
広
域
処
理
場

（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
事
業
）
に
埋
め
立
て
て
い
ま
す
。

現
在
改
修
工
事（
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
）

を
し
て
い
ま
す

　

同
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
施
設
は
、
昭
和
58

（
1
9
8
3
）年
に
完
成
し
、
平
成
11（
1
9
9
9
）

年
度
か
ら
2
年
に
渡
り
延
命
化
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

対
策
を
目
的
と
し
た
基
幹
改
良
工
事
を
実
施
し
、

現
在
で
は
36
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

焼
却
炉
の
耐
用
年
数
は
一
般
的
に
5
年
か
ら
10

年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
回
の
延
命
化
工
事
か
ら

15
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
な
っ
た

た
め
、
延
命
化
・
高
性
能
化
を
図
り
な
が
ら
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
推
進
し
つ
つ
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
削
減
で
き
る
よ
う
同
工
事
を
平
成
28
年
度

か
ら
4
年
に
渡
り
実
施
し
て
い
ま
す
。令
和
2
年
3

月
末
の
完
了
を
予
定
し
て
お
り
、
総
事
業
費
は
、

48
億
1
8
7
4
万
4
千
円
で
す
。

　

ご
み
の
処
理
量
が
減
ら
な
け
れ
ば
延
ば
し
た
寿

命
も
短
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
工
夫
が
さ
ら

な
る
長
寿
命
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ご
み
の
発
生
抑
制
を

　

ご
み
の
収
集
・
処
理
に
は
た
く
さ
ん
の

お
金
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
焼
却
灰
や

不
燃
ご
み
を
埋
め
立
て
る
最
終
処
分
場

に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
環
境
、

住
み
や
す
い
ま
ち
・
池
田
を
残
す
た
め
に

は
、
ご
み
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
３

R
の
中
で
も
、
特
に
ご
み
に
な
り
に
く

い
買
い
物
を
心
掛
け
る
と
い
っ
た

「
R
e
d
u
c
e
」
へ
の
取
り
組
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

　

や
む
を
得
ず
ご
み
を
出
す
場
合
は
、

分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ

は
万
一の
災
害
発
生
時
で
も
重
要
で
す
。

ご
み
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

　

建
築
廃
材
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
は
、

法
律
上
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
日
常
の
収
集
で
出
せ
な
い

ご
み
は
、
直
接
搬
入
で
も
持
ち
込
め
ま

せ
ん
！

　

ご
み
を
一
時
的
に
貯
め
る
ご
み
ピ
ッ
ト

可燃
ごみ

焼却灰など
焼却灰　3,168ｔ
ばいじん 1,197ｔ

不燃物
277ｔ

リサイクル
2,300ｔ

資源
ごみ

粗大
不燃
ごみ

焼 却 炉

破  砕  施  設

手 選 別 ラ イ ン

燃やせるものは焼却処分へ

リサイクルできる
ものは資源化へ

年間 28,315ｔ

クリーンセンター ＝中間処理施設 大阪沖埋立処分場

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の

廃
棄
物
処
理
の
流
れ

クリーンセンター　ごみ焼却炉のいま

き
れ
い
な
環
境
を
守
る
た
め
に

　
　
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
年
末
年
始

や
年
度
替
わ
り
に
多
く
の
持
ち
込
み

が
あ
り
ま
す
が
、一
度
に
集
中
す
る
と
、

ご
み
ピ
ッ
ト
に
余
裕
が
な
く
な
る
、
ご

み
が
燃
え
に
く
く
な
る
な
ど
、
ご
み

処
理
が
停
滞
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
で
き
る
限
り
日
々
の
収
集
を
利

用
い
た
だ
き
、
計
画
的
な
ご
み
の
排

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

持
ち
込
む
際
に
は
、
本
人
確
認

書
類
の
提
示
を

　

市
外
か
ら
の
ご
み
の
持
ち
込
み
を

防
ぐ
た
め
、
4
月
か
ら
運
転
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
市
の
許
可
な
く

他
人
の
ご
み
を
搬
送
す
る
行
為
は
違

法
行
為
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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